
第２回　在宅医療・介護従事者研修会　アンケート結果

参加者：93名 アンケート回答者：87名 ※回答率：93％

１．職種

医師 6 MSW 5

歯科医師 0 介護職 6

薬剤師 0 リハビリ職 9

看護師 5 栄養士 0

CM 36 行政 1

相談員 11 その他 8

合計 87

２．参加理由

１）テーマに興味があったから 46

２）必要な知識を得るため 56

３）上司や同僚に勧められた 12

４）その他 1

３．満足感

１）大変満足 32

２）まあまあ満足 50

３）あまり満足しなかった 3

４）ほとんど満足しなかった 1

５）どちらともいえない 0

６）無回答 1

・詳しい内容をしることができた

・話が聴きやすく、知りたいことばかりだった

・ケアマネになったばかり。以前より多様化していると実感した

・普段知りえない内情が知れてよかった

・知らないことを学べた

・医療側の背景が見えた

・学びが多かった

・老健の現状と心の叫びが拝聴できてよかった

・入退院時の加算について分りやすかった

・介護報酬改定が分りやすかった

・老健の事が分りやすく、今後連携したいと思った

・意識できていなかった事について知ることができた

・色々な立場からの意見や講義が勉強になる

・地域包括の仕組みやこれから取り組む必要のある部分が分りやすかった

・加算等誤った理解があったので正せてよかった

・改定について再認識できた

・宗寿苑の現状を理解でき、努力されている様子からやる気を頂きました

・老健の認識が変わった

・知らないことがたくさんあった、知識が得られた

・議題が難しかったが、介護と医療の連携が密になったことは感じた

・施設や病院の生の声が聴けたので連携のポイントが分かった

・もっとじっくり聞きたかった、講演時間が短い

・もう少し時間をかけて掘り下げて講演が聴けると詳しく落とし込むことができる

・医療現場の一方的な話で、具体的にどのような事をしていこうとするのか見えなかった

・質問したことが明確になった

・難しい内容があった



４．講演について、具体的な意見や感想

・ 施設・病院それぞれで抱える問題が違っており、その部分が連携のむずかしさを産んでいる

と思った。それぞれのポイントを抑えたうえで今後の連携を図りたいと思った。

・ 土持先生の話はイラスト入りで分りやすく、おもしろかった。老健事情が良くわかった（複数）

・土持先生の薬の話やショート利用時の注意点等大変参考になった。

・ 土持先生の講演は経営者としての視点が多くあり、あまり聞くことのできない内容で新鮮だった

・ 老健の心の叫びが聴けて、大変ありがたかった（複数）

・大久保さん・森さんの講義は医療と介護の連携についてよくわかった

・ 3講演とも内容がしっかりしていた

ケアマネを長年しているが医療との連携をしっかり図る必要性を感じた

・ 北九州で医療と介護連携プロジェクトが発足され、活動している事を知ることができた

・ 老健について知らないことが多きあったが、よくわかった

・ 医療と介護の連携の重要さを痛感した賀、患者・利用者が中心でない消すも散見し

それによるクレーム・トラブルが多い

・ 老健の現状、看護師の取組等具体的な話が聴け、分りやすかった

・ 老健事情が聴けて参考になった

・ 資料も分りやすかったことや、介護報酬の部分お詳しく聞けて良かった

・ 連携強化とはいえそれぞれの施設や病院の機能をしっかりと把握し、それを利用者・家族へ

・ 各々施設の運営などもある為各機関の役割、運営の仕組み、できる事、難しい事を明確化し

共有することがまず第一段階なのではないかと思った

伝える必要性を感じた

・ 在宅医療についてお互いに情報交換ができるともう少し連携できると思った

・ 何かあった時は本日の講師に頼りたいと思った

・様々な講師から話が聴け大変勉強になった

・ 医療・介護・福祉連携が大切であると知っているつもりだが、今後更なるつながりができる事を期待

・ それぞれの現場では当たり前となってしまっていることには意外と気づきにくいので病院・施設が

相互理解すればお互い融通をきかせやすくなるのではと思った

・ 自施設で検討したい課題が見つかった

・ ＭＳＷになったばかりの為入退院時連携や加算についてよく知ることができました。

・ 本質から離れた算定要件になっているよう感じた。在宅医療介護の現状を改めて知った。

・ケアマネとして在宅を支えていく気持ちが高まった。必要な情報を提供するためアセスメントを

しっかりと行うようにしたい

・スクリーンが小さくて見えにくかった

・介護報酬はめまぐるしく改定しているため勉強が必要だと思う

・ 地域包括システムはますます必要なものと改めて思った

・内容が詰まっており、時間が足りない印象。もっと余裕を持って開催してほしい

・ 実務的な話を聞きたい。

・在宅介護の事業所等の話がないのが残念だった

・ もう少しじっくり聞きたかったので時間を増やす、講演数を減らす等、1講演の時間を増やしてほしい

・改定内容でなく、改定された項目の算定率を話してほしかった

５．今後の在宅医療介護従事者研修会で、取り上げて欲しいテーマや要望・ご意見など

・ 老健と自宅を行き来する利用者がいるため、老健について今後も学びたい

・ 看護師との連携（看護部会の協力可能！！）

・在宅と同等の施設の地域連携について

・ 病院・施設・事業所の具体的な取り組み発表を聞きたい

・ 看取り

・ 他職種に対する疑問・要望等の話し合い

・ 情報交換ができるようなグループワーク

・ 病院の患者に対する通院支援、病状把握についての支援状況


